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毎年過去最高を更新！感動的な卒業式 

～卒業式は１日にして成らず、３年間で創りあげた物語りの集大成～ 
３月１１日（水）冬が足踏みしているような少し肌寒い曇り空のもと、第７９回卒業証

書授与式が行われました。式が終わり、最後のホームルームのあと、昇降口を出て保護者
の方と合流する頃には、空は真っ青に晴れ渡り、温かい春の日差しが降り注いでいました。 
式を終えたあとの卒業生の皆さんは、晴れやかな笑顔で保護者の方と記念写真を撮った

り、友人や先生と語り合ったりしながら別れを惜しんでいました。 
「今年の卒業式が一番良かった」毎年の卒業式でそう思い、もうこれ以上はないだろう

と思いながら、また今年も「今年の卒業式が一番良かった」と感動しました。２日前の予
行に参加した１，２年生も別れの歌の「正解」を聴いて、「3年生スゴイ」「感動した」「泣
きそうになった」など興奮しながら、感想を言い合って体育館から教室に戻っていきまし
た。最後まで３年生は３年生らしく、立派に御所見中学校から羽ばたいていきました。 
昨年も感じたことですが、予行の感動のお礼とばかりに、１，２年生は前日準備を頑張

りました。１年生は校舎の清掃、２年生は会場準備を担当し、中でも渡り廊下のスノコを
全部どけて、見えない部分も一生懸命掃除する姿はとても輝いていました。 
御所見中学校の卒業式が素晴らしいのは、卒業生がそれぞれ自分の個性を発揮しながら、

決して目立たず、全体の雰囲気を大事にしているところです。何も強制されず主体的に責
任感を持って全体の一部となり、堂々と振る舞う姿は本当に立派でした。入場から退場ま
で、それは一貫していました。 
だからこそ最後の見せ場、別れの歌の『正解』で、大きな感動を呼んだのでしょう。式

のあと、来賓の皆様も涙を流しながら「感動した」「素晴らしい卒業式だった」と大絶賛で
した。これが「歌だけは頑張ろう」という姿勢では、これだけの感動を生まなかったでし
ょう。もっと言えば、卒業式に至るまでの３年間をかけて創りあげた物語の集大成がここ
に実ったのです。「努力の上の辛抱という棒を立てて、そこに花が咲いた」瞬間でしたね。 
卒業生の皆さん、保護者の皆様、３年間本当にありがとうございました。皆様の創りあ

げた文化や伝統を受け継ぎながら、よりよい御所見中学校を創っていきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜表彰＞ 
男子バレーボール部 第３０回藤嶺杯２年生の部 ＥＦブロック 優勝   
女子バレーボール部  中学生藤沢カップ（西塔杯） 準優勝 
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卒業式での校長の話 
～予測困難な時代、生きる力、努力の上の辛抱、自分も人も大切に～ 

１，２年生の皆さんは卒業式に出席しなかったので、校長の式辞の一部を紹介します。 
皆さんは１５年前の東日本大震災の前年とその年に生まれ、小学校時代にコロナ禍を経

験し、アフターコロナの中学校生活を送りました。今、世界ではロシア・ウクライナ、中
東において争いが起こり、日本では初の女性総理大臣が誕生し、AIの発達が加速するなど、
予測困難な時代となっています。 
世の中や時代が変わる中でも、皆さんは中学生らしい爽やかさと素直さを持ち、周囲と

協調して、まとまりある学年を築き上げました。また、１３９人が１３９通りの個性を発
揮して、御所見中学校の文化と伝統を発展させてきました。 

体育祭では練習から生徒が仕切る初の試みを成功させ、修学旅行では、ルールやコース
を２年生から時間をかけて準備し、文化祭では１年目をさらに上回る盛り上がりで定着さ
せ、合唱コンクールでは美しい歌声をホールに響かせ、困難なミッションを次々と達成し
ました。 
そんな皆さんと私との出会いは２年前でした。「何のために生まれて～」というアンパン

マンの歌から始まり、学校教育目標の「生きる力を育む」や「自分も人も大切に」という
学校スローガンをキーワードに「生きる目的」や「各自の幸せ」について２年間ずっと問
いかけてきました。 
「生きる目的」や「幸せ」は、このあと皆さんが歌う「正解」の歌詞にもあるように、

「正解のない問い」です。一生かかって解き続ける問いかも知れません。予測困難な時代
だからこそ、自分なりの正解を持つことは大切なことです。 
私は、「生きる力」イコール「考え方」カケル「習慣」だと考えます。今まで発信してき

たことは、これにすべて当てはまります。「七つの習慣」「先生の言うことばかり聞いてい
たらダメだよ」「エラー＆ラーン」「やってみよう、ありがとう、なんとかなる、ありのま
まに」など…。  
とりわけ、今年度は「努力の上の辛抱」という言葉を言い続けてきました。皆さんは御

所見中学校を旅立ち、新たな目標に向かって歩み出します。そこには、皆さんにとって、
楽しいことばかりではなく、苦しく辛いことや、苦言を受けることもあるでしょう。私が
体育祭や修学旅行に疑問を投げかけたように…。それでも皆さんはそんなことに負けるこ
となく、前向きに学校生活を送ってくれました。この先の辛く苦しいことにも「努力の上
の辛抱という棒を立てて、そこに花を咲かせて」ほしいと思います。 
冒頭にも話しましたが、世界中で、身の回りで、争いは絶えません。それぞれが幸せを

求めて生活している中で、人々が傷つけ合うのは残念なことです。「自分も人も大切に」対

話を通して、違う考えの相手とわかり合える人になってほしいと願います。 
御所見中学校の生徒が素直で優しいのは、家族や地域の皆様、友人や先生たちから「大

切に」されてきたからでしょう。卒業生激励会に代表されるように、周りの人からたくさ
んの愛情を注がれここまで成長できたのです。時には厳しい言葉を掛けられても、そこに
は深い愛情があったと思います。皆さんに災いをもたらす人は甘い言葉で近づいてきます。
物事の本質を見極め、失敗や試行錯誤を繰り返しながら正しい選択ができる人になってく
ださい。そして、御所見という地域を支える人になってください。 

 

 
 
 
 

          

 

           

       

   
    

  
    



修了式での校長の話 
～「生きる力」＝「考え方（見方）」×「習慣（行動）」～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「２年生学年だより」からオートバイのメーカーHONDAの創業者、本田宗一郎氏の話。 

以前、私が学校だよりで紹介した「人生は思い通りにならない、行動した通りになる」と

いう言葉と真逆のようで、同じことを言っています。 

人間は思った通りになります。 
今のあなたは、過去あなたが思った通りになっています。これは、過去様々な

分岐点を振り返ってみるとわかりますが、どの分岐点でも、誰かに強制された
り、アドバイスを受けたとしても、最終的には自分自身で必ず決めて、その道を
進んでいきます。そういう決断の連続で、今があるわけですから、今のあなたは
過去のあなたが思った通りが実現しているだけですね。 
ですから、未来のあなたも、あなたの思った通りになります。 
また、人間は思った以上にはなれないのです。例えば、スポーツを楽しむこと

を目指してやっている人が、突然オリンピックの金メダリストになることはあり
得ないように、目指す以上の地点に人間は到達することができません。したがっ
て、どういう思いを持つか、持てるかがとても重要になってきます。夢はどんな
夢であっても、今現在は未知の世界です。どんな思いを描こうと、それぞれの自
由です。ダメだと思えば、その思いが実現してダメになり、あきらめればあきら
めた思いが実現していくだけですね。 

 

          
         

                   
                   

                   
                 
               

               
               
              

                  
                         
                        

          
         

            
           
            
            
             

                      
                       
          

         
             

              
                   

             

             

             

               

３月２５日（水）の修了式では、「生きる力＝

考え方×習慣」ということについて、実際に私

と生徒が会話した内容を紹介しました。 

また、アメリカ大統領の演説や松井秀喜氏

の座右の銘からも考え方と習慣について生徒

の皆さんに考えてもらいました。 

                  

                 

             

             

              


